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1.人類学的にみた関・下顎の意義

1.人類学的

i. ヒトへの進化

魚類，両桜類，J陶虫類甫乳類，霊長類へと進化を辺げ

てき た.

チンパンジーは樹林の中での木の上での生活，fJ:i!) J (200 

-300kg) ，腕長い，ナ ックル歩行，手の甲で、バランス， }j品

，r( (350-400g，猿の脳重80-100g)
ヒト 樹林地帯からサバンナ(熱帯草原地帯)でのlU，rj，

JJ.t¥力(30-40kg)，直立2足歩行，脳大きく(脳重1350-14∞Ig)， 
Fが小さく，指・腕が短く ，土踏まず， r恨筒くぼみ浅くりL

~!Í' Jよくな っ た.

ii.直立2足歩行のメリット ・デメリ ッ卜

(1)1直立になった最大のメリ ットは脳が大きく(1350-1400g)

伝ったことである.ホモサピエンス(知恵のある人という

必W-lζ)( 25万年前に現れ現代に)

liij頭前野が発達し，賢く ，人間性を持つようになった.動

物の寿命から考えると(象はω年，体重と比例すると言われる)
ヒトの寿命が長くなってきたのは医学を進歩させたからである.

ちなみに，ネアンデルタール人(16∞-1650g)25万年前から2
)j年以上前に滅んで、しまった，脳・頭が大きくなり過ぎた.

ゆ前足が腕，手になり ，短く，握力は著しく 低下したが，

泊μが使え ，繊細な仕事ができるようになった.道具の使

川は人類の進化のメリッ卜で 脳の刺激につながったかも

~:IIれな L、(手仕事は脳がボケないと言われる)

Cl)2足歩行により ，閥lの筋肉(大腿筋)が発達し ，筋肉中を

，じるl血管の収縮 ・弛緩によるポンプ作用ができるようにな

コた.(J閃lは第2の心臓と言われる)， (下半身の血液を上半

身に持ち上げるポンプ)，()仰を鍛えることで，心臓の負担

を将滅する)， (動脈から静脈へ，毛細血管8μ，血管長地

1;)<2.5周(9.6万km)

(，1)後ろ足2足で直立と前足2足が両手になった.4足でなく，

2M!.で直立になり ，前足が両手になったため，前後バラン

ス不良になった.JI夏側屈筋(J復直筋，大Jl要筋など)と背側仲

mi(脊柱直立鍛iなど)の過緊張を生じるようになった.

(の2足歩行になった.4足歩行はバランスが保たれるが， 2足
!t'1T-は1足ずつの歩行となるため側方バランスが悪くなった

町2足直立になり，下顎は側頭筋(抗重力筋)により筋突起

からつりさげられ，下顎歯は上顎歯とかみ合っておらず，

I': ~;:O安静空|絞 (2-3mm) を持っている そのため，下顎凶

はパランサーの役割(地表からもっとも離れたところにあり ，

In :，(が1kgもある)を果たすことになった.
のこの下顎の位置が頭の前下方にぶら下がっていることが

II'.JJWとなる目

パランサーであるあごは止しい位置にあり ，大きく重い

はうがj込く，ずれていたり ，歯並びが悪い，下顎が貧弱，

(-I:l/JI.JJ.d Jているよ4j合などは パランサーとしての役割を果

λtJ I.cくなる

， 1:-1ピア，'，'，'j Jj ~ (で発見されたアフ ァール原人320万年前(ル

シ )1よ約:~大 r l附のほうが大きく ， 大きな安定の良い下

~'ifl <t L (いる ノに似lの縮小化など，現代人はますますパラ

ンλJJI:Wくなる.

:~ . N:rf"γ;史的，11交fV戸的
i. I'I:JI.I 'f ~I -t h lllll問機能を もっ.切歯は切断 ， 犬歯割断 ，

~lIiI ， I INIIr.l'JfJltil， JI:I析，ド11.I"iである.

i i. I'h! r.l :ifl h'l l ~' UJ f縄他をけっ.附はあごの正しい位置を見

) 1 J (ん，(/) (¥i ;i川'ン リ )， 11しL、l、川γtに保持する.

iii. 、守flNI/I.11川i'，'l.:ンリ 機能をもっ.切附は前後，犬歯

IJ. liiJ伶.IlIillJ .小1IN:/I.llllil Jj，大rIW/は%11'1:怜世保持をも

っ，ィJ1 'J 1，) 1'11/ U~ JI : lItllJ ‘らも与えら れる .

'~ rl'U( 1μ‘1 (/)}ji(， pl' ~怖の '1' でも 木 L 、)， 1'.如何時五は知覚

1'1.のみ， 1'';Jr!Pjl，HI.I).II'l:r:1'! 1' 1本1' 1 刈!JI)J'I'l:O) iJ~介伊 l'れであ り，

}ji<iTI'，H(/)Ij' "M人(/)pll ~~ " んゐ.
iv . 、 加JI ~ !/.\1(N:I"'1j1 JJIHll.， II '~ (';-¥"fllll)もこれらの機f彪のた

めI"r')，:.1 ( んφ.

11， 1 ‘'~(I (/) ，/ .11 

1，守(1(u'!I' IIc 岐i'l. i/'I ~たした 1 ，'1 '状や悩み

i， 初日以)，'IIC ifl )たからどの制々のj，'lν((約IIIIl) 

ii. ~lrlf\i h' 11' ( ， ~\( j序 回ri'1~た した心の州々のlX状 (省略)

iii， ~'i(I(Ù. ) L lI ， c. t!<or さ れた I~Ji と から だの美 しさ(省略)

" 1、~)fI1¥，，1 lu. -c.J/:.じる1，"，J)W 
i. ~((tI・j( (/)f\' IIII~引i~

|勺fI(II，j..()IよlIJlのliijI~プiに斜めにぶら下がっている.この

|、'，JfiJJIrれるとliu(5-6kg，ボーリンク"J;j<の重さ)が偏位しよ
うとし，主らに ，IiJIを支える頚椎がずれようとする(頚椎の

削ゲ"MIIl1，アラ イメン ト)，乙れら頭と頚維のずれを防ぐた
めに凶ì'~1 1 と ~{(U'jl lの筋肉が働く (頭部や頭部をfil J展 ・ 回旋・ 1Jm

JtllするmillOために，これらに筋の硬直が起こる 頚維が正

治では首¥H{Mff;1.i、ら第2胸中ffiまで半径17。の前方へ凸の轡曲にな

っている.この頚維の正常配列は重たい頭を支えるためにで

きんもので，この下顎i扇位が慢性化すると，ストレート ，逆脊，

巡行.s'[:状湾r:ltJなどの異常湾曲を呈するようになる.

ii. (1こり


